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研究実績 

の概要 

研究背景・目的 

複数の振動子が相互作用し，その振動リズムが一致する現象は，「同期現象」と呼ば

れている．この現象は，工学，化学，生物学など様々な分野で見られ，興味深い現象と

して古くから研究がなされている． 

 著者の所属するグループは，メトロノームの同期現象に着目し，その理論解析を行っ

てきた．しかしながら，その解析法の有効性は数値シミュレーションによって示されて

いるだけであり，実機実験による検証が課題として残されていた．そこで本研究では，

解析法の実験検証を目的とする． 

研究成果 

実験検証に用いた装置を図 1 に示す．これは，板を紐で吊るして台とし，その上に 2

台のメトロノームを置いたものである．この装置においては，一方のメトロノームの揺

れが台を介してもう一方へ伝わり同期が起こる．すなわち，メトロノームの針の振動リ

ズムが一致する．本研究では，図 1 の装置を用いてメトロノームの同期実験を行い，モ

ーションキャプチャシステムによって，その際のメトロノームの振舞いを計測した． 

 

※ 次ページに続く 

図1 実験装置 



 

研究実績 

の概要 

得られた実験結果を図 2 に，理論解

析による結果を図 3 に示す．ここで，

𝜑𝑖(𝑡)はメトロノーム 𝑖 (𝑖 = 1,2) の針

の角度であり，2本の線が2台のメトロ

ームに対応している．図 2を見ると，2

つの針が同じリズムで振れていること

がわかる．さらに，図 2，3を比較する

と，解析結果は実験結果に概ね近いこ

とがわかる．このことから，我々の解析

法は実際のシステムに対しても有効で

あるといえる． 

 以上の成果は，国内学会で発表して

いる 1)（番号は成果資料目録のものに対

応）．この成果は高く評価されており，

実際，上記の発表に対して優秀発表賞

が授与されている 2)． 
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2) 第 60回自動制御連合講演会優秀発表賞，1)の発表に対して 
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図2 実験結果 

図3 解析結果 


